
令和７年度ＳＤＧｓの取り組み
～ 本資料は、令和７年度における山梨県信用保証協会のＳＤＧｓの取り組みの成果をまとめたものです ～
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【取り組み】
・協調支援特別保証制度を活用し、金融機関との適切なリスク分担を進め、中小企業者の課題解決に必要な資金需要へ柔軟に対応しました。
・設備投資保証や補助金連携支援保証等を活用し、新分野進出や事業拡大に積極的に取り組む中小企業者の事業維持発展に向けたサポート
を行いました。
・創業保証により、創業段階における資金調達を支援しました。
・政策保証（経営力強化保証・経営改善サポート保証）を活用し、経営改善に取り組む中小企業の資金繰りをサポートしました。
・経営者保証を不要とする取り扱いや関連する保証制度を周知し、経営者保証に依らない保証を推進しました。

主な保証承諾実績（令和７年３月末）

経済課題への取り組み（金融支援）

資金繰り支援

制度名 保証承諾件数 保証承諾金額 効果

協調支援特別保証制度 776件 19,817百万円
中小企業者の多岐にわたる経営課題に対応した資金繰り支援や経営課題の解決支援に
貢献しています。

創業保証 ２６０件 1,807百万円
創業者の資金調達を支援することにより、中小零細企業の設立、産業振興や雇用の確保
に貢献しています。

設備投資保証 46件 1,735百万円
設備の老朽化や人手不足への対応、新分野進出・事業拡大を目指す中小企業者に対し、設
備投資資金を供給し、企業の成長や生産性向上に貢献しています。

補助金連携支援保証 62件 ５３２百万円 自治体等の補助金交付決定を受けた中小企業者の資金計画に貢献しています。

経営力強化保証 ３９件 １，０２９百万円
金融機関及び認定経営革新等支援機関と連携し、事業計画の策定や実行に取り組む中小
企業者に対して継続的な経営支援を行い、経営力強化に貢献しています。

経営改善サポート保証
（事業再生計画実施関連保証）
（県経営再生支援融資）

17件 ５０２百万円
早期の経営改善や事業再生に向けた計画の作成及びそれに取り組む中小企業者への資
金調達に貢献しています。
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【取り組み】
・専門家派遣事業をはじめとした経営支援策により、中小企業者の実情に応じた経営課題の解決をサポートしました。
・金融機関や関係機関と連携し、中小企業者の実態把握に努め、早期の経営改善に向けた経営支援に努めました。
・中小企業事業再生ガイドラインを活用した円滑な事業再生支援に努めました。
・経営改善の取り組みの参考となるよう当協会で取り組んだ経営支援の事例について、ホームページや各種会議で
 紹介しました。

【効果】
・経営改善に向けた支援を行うことにより、中小企業者の事業継続性を高め、産業や雇用の維持に貢献しました。

経営支援

経済課題への取り組み（経営支援）

【取り組み】
・他団体が主催する創業セミナーなどに出席し、当協会の創業保証制度や創業支援の取り組みを紹介しました。
・創業後の事業状況をモニタリングし、必要な追加支援を行い、事業の継続を支援しました。
・創業フォローアップセミナーを開催し、事業の振り返りや創業者同士が交流できる機会を提供しました。

【効果】
・創業前から創業後に至る各ステージで伴走支援することにより、地域社会の活力の源となる創業支援を通じて、
 産業振興や雇用の確保に貢献しました。

創業支援

【取り組み】
・金融機関をはじめとする関係支援機関との情報交換や勉強会を通じ、保証制度や経営支援策の周知を行いました。
・関係機関と情報交換し、相互の支援策について理解を深め、多面的な支援を実施するための協力関係を構築しました。
・「やまなし企業支援ネットワーク会議」および金融機関を対象とした同会議「分科会」を開催し、支援施策の周知や
  経営支援・再生支援スキルの向上と更なる連携体制の構築を行いました。

【効果】
・関係機関との連携強化により、中小企業者の状況に応じた支援を円滑に実施することで、産業や雇用の維持に貢献しました。

関係支援機関との連携

創業フォローアップセミナー

やまなし企業支援ネットワーク会議

専門家派遣のご案内（チラシ）
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【取り組み】
・毎月の啓発活動を通し、職員のコンプライアンス意識が向上しました。
・ホームページや関係団体の機関誌により、信用保証や経営支援策に
関する情報提供を行いました。

【効果】
・健全な経営を展開し、公的機関として経営の透明性を確保しています。
・中小企業者の事業経営に有益な情報を提供し、信用保証サービスの   
 利用促進に貢献しています。

コンプライアンス

【取り組み】
・信用保証申込み手続きの電子化（信用保証協会電子受付システム）について、新たに１金融機関を追加し、計５金融機関で
運用開始となり、相互における保証申込手続きの効率化を行いました。
・グループウェアのワークフローシステムを活用し、各種申請手続きを電子化することで、事務の効率化を進めました。

【効果】
・信用保証手続きの電子化・効率化により、金融サービスのアクセス促進・拡大を実現しています。
・紙の使用による環境負荷軽減に貢献しています。

【取り組み】
・危機管理マニュアルの実効性を高めるため、研修会を実施しました。
また、富士吉田支店においては、上記の他に富士山噴火避難マニュア
 ルによる訓練を実施しました。
・システム機器の障害や計画外停電が発生した際に迅速かつ的確に行
動するため、初動対応マニュアルを制定しました。

【効果】
・災害リスク管理により、危機発生時における信用保証サービスの提供
を持続可能にしています。

業務改革

【取り組み】
・人事考課制度、エルダー・メンター制度を活用し、職員の成長を組織的に支援
に努めました。
・トレーニー制度を活用し、組織における経営支援能力の底上げを図りました。
・時間外勤務軽減に向けた労働時間の管理や休暇取得の推進や健康維持に関
 する取り組みを行いました。

【効果】
・持続可能な社会の実現に向けた専門知識やスキルの習得に貢献しています。
・職員の健康への意識が向上し、健康的な生活の確保に貢献しています。

リスク管理

人材育成
職場環境の整備

社会課題・環境課題への取り組み

【取り組み】
・森林認証材を利用してディスクロージャー誌を発行しました。
・会議や打ち合わせでタブレット端末を活用することにより、ペーパーレスの
  取り組みを進展させました。
・継続的な省エネ対策として、通年でノーネクタイ勤務に取り組むとともに、夏季
  にはポロシャツ勤務も実施しました。
・ ノベルティグッズとして、 再生ＰＥＴ素材使用による環境配慮型のエコバック
を作成しました。

【効果】
・環境負荷軽減、気候変動の影響等に貢献しています。

環境保全の取り組み
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